
資料１

いじめの防止等の対策のための組織

職 員 専門家 生 徒 保 護 者 地域住民

職員会議 ＳＣ 生徒総会 ＰＴＡ総会 まちづくり協議会

運営委員会 ＳＳＷ 生徒会執行部 ＰＴＡ役員会 セコンド会等

病院等 評議委員会

【 第二中学校いじめ対策プロジェクトチーム】

① 学校基本方針に基づく取組の実施や具体的な年間計画の作成・実行・

検証・修正の中核としての役割

② いじめの相談・通報の窓口としての役割

③ いじめの疑いに関する情報や児童生徒の問題行動等に係る情報の収集

と記録、共有を行う役割

④ いじめの疑いに係る情報があったときには緊急会議を開いて、いじめ

の情報の迅速な共有、関係のある児童生徒への事実関係の聴取、指導や

支援の体制・対応方針の決定と保護者との連携といった対応を組織的に

実施するための中核としての役割

構成員

〈企画、立案、アンケート結果の検証、いじめ問題への対応等〉

校長 教頭 主幹教諭 教務主任 生徒指導主事 養護教諭 学年主任

外部の専門家等（スクールカウンセラー、スクールソーシャルワーカー

など）

いじめ対策プロジェクトチームの編成

校内対応チーム・・校長 教頭 主幹教諭 教務主任 生徒指導主事

当該学年主任 当該学年生徒指導担当

当該学級担任 養護教諭 当該部活動担当等

拡大対応チーム・・校内対応チームに、スクールカウンセラー、スクー

ルソーシャルワーカー、スクールサポーター等の外

部の専門家を加えたチーム



資料２ いじめ問題対処の流れ

児童生徒の気になる情報

情報を得た教職員

担任・学年主任

生徒指導主事 管理職（校長・教頭）

主幹教諭

いじめ対策プロジェクトチーム 市教委

校内対応チーム

拡大対応チーム 学校支援委員会

＊必要に応じて編成する

対策会議

報告、調査方針・分担等決定 保護者

複数で誠実に対応

調 査 する。保護者の感情

に配慮し、具体的な

事実の把握 対応策を示し、協力

を願う。こまめに情

指導方針の決定、指導体制の確立 報提供を行う。

職員会議

全職員に経過報告

を行い、共通理解を

いじめ解決への支援・指導 徹底する。チームで

指導・対応する。

継続指導・継続観察

解決したか？

解消していない

解消した・・・解消した後も継続的な観察を行う。

再発防止・未然防止の取組
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資料３ 重大事態発生時の具体的対応

②連絡

②報告 ③報告

③報告

情報

提供

⑤重大事態の調査組織の設置 指導支援 ⑤学校の協力のもと、学校と

⑥調査 一体になった調査

報告 ⑥調査結果を踏まえた措置

⑦いじめを受けた生徒及びそ

の保護者への情報（調査結 支援 相談

果）提供

⑧調査結果の市教育委員会へ 相談

の報告（市教委から市長へ 報

報告） 支援 告

⑨調査結果を踏まえた必要な

措置 再調査

報告

指示

報告

報告

①重大事態発生

④市教委が、重大事態の調査の主体を判断

市教育委員会

市長

学 校 市教育委員会

学校

議会

県教委

学校支援委員会

関係機関(警察等 )

市長設置の

附属機関

保護者


